
 
 
 

行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創
出
並
び
に
活
力
あ

る
経
済
社
会
及
び
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る

附
帯
決
議 

 

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
個
人
情
報
の
定
義
等
を
政
令
等
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
及
び
事
業
者
等
に
分
か
り
や
す

い
も
の
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
幅
広
く
丁
寧
に
意
見
を
聴
取
し
、
保
護
対
象
を
可
能
な
限
り
明
確
化
す
る
こ
と
。 

 

二
、
新
た
に
導
入
さ
れ
る
非
識
別
加
工
情
報
の
規
定
の
趣
旨
が
個
人
情
報
の
利
活
用
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
等
を
活
用
す
る
者
が
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
匿
名
加
工
情
報
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
十
分
な
周
知
を
行
う
こ
と
。 

 

三
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
は
、
行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
等
の
作
成
に
係
る
基
準
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
機

関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
特
質
に
十
分
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信
分
野
に
お
い
て
日
々

進
展
す
る
技
術
革
新
に
伴
っ
て
、
特
定
の
個
人
を
識
別
さ
れ
る
危
険
性
を
排
除
す
る
た
め
に
、
当
該
基
準
に
関
し
、
適
宜
必

要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 

四
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
、
本
法
を
含
む
個
人
情
報
保
護
法
制
及
び
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
の
適
切
な
運
用
、
及
び
、

事
業
者
や
関
係
団
体
に
対
す
る
利
活
用
に
資
す
る
情
報
の
提
供
等
の
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
、
同
委
員
会
の
委
員
、
専
門

委
員
及
び
事
務
局
に
、
行
政
機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
及
び
民
間
に
お
け
る
個
人
情
報
の

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日 
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利
活
用
の
実
務
に
つ
い
て
十
分
な
知
見
を
有
す
る
者
の
ほ
か
、
個
人
情
報
が
収
集
さ
れ
、
提
供
さ
れ
る
国
民
の
権
利
利
益
の

保
護
に
精
通
す
る
者
な
ど
を
適
切
に
登
用
す
る
こ
と
。 

 
五
、
行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
等
の
制
度
的
な
導
入
を
含
め
、
我
が
国
の
個
人
情
報
の
保
護
水
準
が
国
際
的
に
十
分
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
諸
外
国
に
積
極
的
に
周
知
し
、
相
互
理
解
を
十
分
に
深
め
る
こ
と
。 

 

六
、
行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
に
は
、
当
該
個
人
情
報
の
取
得
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
義
務
性
・
権
力
性
が
高
い
も
の

や
、
本
人
に
と
っ
て
秘
匿
性
が
高
い
も
の
が
多
い
こ
と
に
鑑
み
、
行
政
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
行

政
機
関
等
は
、
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
係
る
実
効
性
あ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
不
断
の
検

討
を
行
い
、
必
要
な
対
策
を
遺
漏
な
く
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

七
、
行
政
機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
は
、
非
識
別
加
工
情
報
が
行
政
機
関
等
の
内
部
に
お
い
て
は
個
人
情
報
に
該
当
す
る
こ

と
を
十
分
に
認
識
し
、
非
識
別
加
工
情
報
と
他
の
情
報
と
の
照
合
は
、
所
掌
事
務
の
遂
行
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
人
の
生

命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
緊
急
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
に
従
事

す
る
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
識
と
モ
ラ
ル
の
向
上
、
法
令
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
遵
守
の
徹
底
を
図
る
た
め
の
研
修

実
施
等
、
継
続
的
な
人
材
育
成
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
万
全
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。 

 

八
、
本
法
の
適
正
な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
、
関
係
各
機
関
に
お
い
て
責
任
者
を
定
め
て
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
な
ど
の

管
理
体
制
の
整
備
、
指
針
の
作
成
、
研
修
の
実
施
等
に
よ
る
指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

 

九
、
教
育
、
広
報
そ
の
他
の
継
続
的
な
活
動
を
通
じ
て
、
非
識
別
加
工
情
報
の
制
度
の
導
入
に
基
づ
く
適
正
な
取
扱
い
の
下
で

の
個
人
情
報
の
利
活
用
の
推
進
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

十
、
今
後
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
、
又
は
実
施
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策
の



見
直
し
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
円
滑
な
検
討
に
資
す
る
よ
う
、
速
や
か
に
相
談
窓
口
を
設
け
、

必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
協
力
を
行
う
た
め
の
体
制
整
備
に
努
め
る
こ
と
。 

 
十
一
、
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
「
個
人
情
報
の
一
体
的
な
利
用
の
促
進
の
た
め
の
措
置
」
を
講
ず
る
に
際
し
て
は
、
「
法
制

上
の
措
置
」
も
含
め
て
検
討
す
る
な
ど
、
以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


